
見学旅行での出来事 

教頭 森 下 こずえ 
 

 ７月に行われた小学部の見学旅行に同行しました。初日に「登別伊達時代村」に行き、「ニャンまげ

コメディ」を鑑賞しましたが、みんなで劇場に入ろうとしたところ、児童の一人（A さんとします）

が、中に入ることを拒否。何度も誘いましたが、A さんは断固として「行かない。」と主張し、私と二

人でロビーに残ることになりました。 

 「行かない。」とは言うものの、他のお客さんが劇場に入っていくたびに、彼は中を覗き込もうとし

ます。最初はドアから離れた場所で、そのうち少しずつドアに近付いて。 

でも、「行ってみる？」と促すと、またロビーに戻ってしまう。そんなやり取りを何回も何回も繰り

返していました。 

 そうやってA さんが少しずつ劇場のドアに近付いていく様子を、時代村のキャストさんが一緒に見

守ってくださいました。A さんに中の様子を見せてくれたり、「もう少ししたら客席が明るくなるシー

ンになるので、そのタイミングでどうでしょう。」と私に教えてくれたりしました。 

 そんなキャストさんのすてきな関わりで、A さんは無事に劇場に入ることができ、ニャンまげのコ

ミカルなお芝居に大きな声で笑い、誰よりもショーを楽しむことができました。 

 この出来事を通じて、改めて特別支援教育の楽しさを感じると同時に、「私たち教師も、あのキャス

トさんのようにすてきな関わりができるようにならないと」と思わされ、子供たちだけでなく、私に

とっても学びの多い旅行となりました。 

 高等部３学年では、生徒一人一人が、卒業後

の進路先として希望している福祉事業所又は

企業で実習を行っています。期間は現場実習

先によって異なり、１～４週間となっていま

す。現場実習を通して、学校での学習の成果を

確かめるとともに、課題を明らかにし、生徒や

保護者が進路選択に主体的に判断できる機会

となればと考えています。普段とは異なる環

境で、緊張する様子も見られますが、それぞれ

の生徒が進路の実現に向けて頑張っていま

す。 
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 令和６年７月 2６日発行 

訪問教育グループでは、集団活動により人との交流

や経験を広げる機会として、合同学習や登校学習を実

施しています。合同学習は居住地である苫小牧市内の

公共の施設を活用し、入学・進級を祝う会、体育大会

の練習、ウォークラリーなどを行いました。登校学習

では高等部体育大会や芸術鑑賞会に参加し、在校の生

徒とペアになって競技したり、一緒に人形劇を鑑賞し

たりしました。体調により外に出向いての学習が難し

い場合は、学校での行事の様子等を動画で視聴したり、

作品の制作等の活動を通して行事に参加したりするこ

ともあります。今後も体調に応じて交流の仕方を工夫

しながら、人とのつながりを大切に学習していきたい

と思います。 



多くの保護者や地域の方々に見守られながら、コロナ禍

前のやり方で数年ぶりに実施できた今年度の運動会。在校

生全員が参加した短距離走では、それぞれが全力でゴール

を駆け抜けました。練習からタイムを計測していました

が、運動会当日に 4名の生徒が自己記録を更新する程気持

ちの籠もったレースとなりました。団体種目は名付けて

『えっちら、おっちら、うんとこしょ』。前半戦は二人一組

の飛脚スタイルでボールを担ぎ、トラックを半周して次の

ペアへと引き継いでいきます。急ぎたい気持ちを抑えて相

手にペースを合わせたり、向かう方向やボールの揺れを調

整したりと、お互いを気遣い合うことが求められます。後

半戦の綱引き 3番勝負と相まって、白熱した闘いとなりま

した。全力を出し切った生徒たちは、勝敗が決しても皆一

様に満足げな笑顔でした。 

 開閉会式や応援合戦をリードしてくれたのも、中学部の

生徒たちでした。代表として自信を持って役割を果たす姿

は立派であり、これからの生活につながる頼もしさを感じ

ました。 

■ ２ 学 期 の 行 事 予 定 ■ 

8 月 26 日（月） ２学期始業式 

９月 3 日（火） 全校集会② 

 ６日（金） 高等部販売会・寄宿舎まつり 

   9 日（月） 

日（木） 

高 2 現場実習（～９／27） 

21 日（木） 

 

 

 

 18 日（水） 中 1 社会見学 
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19日（木） 中２宿泊研修（～９／20） 

 25 日（水） 中３見学旅行（～９／27） 

10 月 ４日（金） 個別の懇談（～10／11） 

 19 日（土） 学習発表会（小・中） 

  高等部祭 

 21 日（月） 休業日 

 30 日（水） 全校集会③ 

11 月 ８日（金） 小学部貫気別小交流 

 11 日（月） 高１現場実習（～12／６） 

  20 日（水） 高 2 見学旅行（～10／22） 

 27 日（水） 高３見学旅行（～10／29） 

12 月 24 日（火） 2 学期終業式・授業参観日 

  （１／14 まで冬季休業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の気配を感じながらの運動会となりまし

たが、子供たちは元気いっぱいに応援合戦を

行い、徒競走や学部種目に取り組みました。今

年の徒競走は、30ｍ、50ｍ、100ｍで行わ

れ、全員ひとりで走り切ることができました。

特に100ｍは全員が初めて長い距離に挑戦し

たこともあり、白熱した展開となり、観客から

も大きな声援が送られていました。 

学部種目は、「ボール投げ」、「大縄飛び」、「鉄

棒」、「スロープ下り」から挑戦するものが決ま

る運命走でした。全員が練習の成果を発揮し、

課題をクリア。勝ったチームも負けたチーム

も笑顔で運動会を終えました。 

 

 寄宿舎では、地域と連携した行事や余暇活動の充実

に努めています。舎生が毎年楽しみにしている喫茶店

への外食外出や近隣店舗への買い物などを通じて、地

域を知ること、社会でのルールやマナーを学習する機

会となっています。また、寄宿舎中庭を利用した「ガー

デニングクラブ」では、種植えから水やり、雑草除去な

どの活動を行っています。今年度は平取町の福祉課か

ら「人権の花運動」のマリーゴールドの苗を寄付してい

ただいて育てています。芽吹きから開花まで、成長を目

にしながら、思いやりの心の育成を目指しています。 
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